
戦争の時に生きた人の思いを大切にしたい
６年生 総合的な学習の時間「ぼくたち、わたしたちの未来～戦争を平和につ

いて考える～」 ９月５・９・１８日

６年生は、総合的な学習の時間に「平和」について学習を
進めています。９月５日には、岡山空襲資料室の木村崇史学
芸員に、アメリカ軍による日本への空襲は、どのように計画
され、どのように実行され、どれだけの被害があったのか、
また、岡山空襲はどのようなものだったのかについてオンラ
イン授業をしていただきました。専門家ならではの資料に裏
付けされたお話に、子どもたちの理解も進みました。
９月９日には、高田地区にお住まいの明楽千恵子さんにお

越しいただき、戦時中だった子ども時代の学校や家での様子
について話していただきました。明楽さんは、冒頭「貧しか
った戦争中の話はしたくない気持ちだけれど」と言われなが
ら、学校で行っていた軍事教練や粗末な食べ物のことなどを
用意してくださった原稿をもとに、かみしめるように子ども
たちに伝えてくださいました。焼夷弾が雨のように岡山の町
に落とされる（岡山空襲）様子も目の当たりにした明楽さん。
戦後、足守地域にも進駐軍が来たと言われました。
９月18日には、大井地区にお住まいの柏野忍さんにお越し

いただき、福谷地区の松根油工場、鍛冶山の防空監視哨など、
蛍明学区に残る戦争遺構についてこれまでの調査をふまえて
詳しく説明をしていただきました。また、大井地区にお住ま
いの三田善雄さんからは、NHKニュースで取り上げられた、
日近地区の土蔵（大原美術館の絵画が戦争中、疎開していた
蔵）や福谷地区の伊賀さんの出征されたお兄様が残された
手文庫について紹介していただきました。
子どもたちは、この地域は空襲を受けなかったけれど、戦争

の爪痕が残っていることを知り「戦争」､そして「平和」につ
いて深く考えることができました。
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戦争が起こっているときは、安心できる時間が少なかっ
たと思う。毎日、夜に「空襲警報」が発令されていたし、
いつ攻撃されるか分からない状態で大変だったと思った。

今の自分たちが、「当たり前」
にやってきたことが、当時の人た
ちはその「当たり前」がなかった。
だから、一つ一つの「当たり前」
にできていることに感謝して生活
しないといけないなと思った。

二度と戦争をしないために
も、今から自分に何ができる
のか、クラスで話し合って考
えていきたい。

戦争は、本当に貧しくて、家族や安心をたくさんうばっ
ていくものなんだと感じた。これからもたくさん戦争につ
いて知り、今と比べて考えたいと思った。

（空襲による）被害が、思ったよりすごくて、アメリカ
軍の計画を見たときには、こんなことをされたら、自分は
絶対生き残れないと思った。

子どもの頃の体験に
ついて話してもらった
り、戦争へ行った兄の
残した箱を見て、戦争
の恐ろしさを知ったか
ら戦争をしたくない。



高田地区にお住まいの中尾一郎さんに、
今年も「詩」の学習指導をしていただき
ました。
1回目は、中尾先生のギターに

合わせて歌を歌い、楽しい雰囲気
で学習が始まりました。
詩「春のうた」（草野心平）を

みんなで読み、気付いたことや思
ったことを言い合いながら味わい
ました。五感を働かせること、
「これを書いたらおこられるかな」などと考えずに自分の
気持ちを出すことなど、詩を作るときに大切なことを教わ
り、詩作に挑戦しました。中尾先生は、子どもたち全員の
詩を読み、アドバイスを書き込んで2回目の授業に持って来
てくださいました。
そして2回目は、もらったアドバイスをもとに、直したり、

付け加えたりしながら詩を完成させました。学習が終わっ
た後、自分の率直な思いを表現する児童が増えています。

9月初めから、練習を重ねた運動会がいよいよやってきます。今年は、いつまでも厳しい暑さが続
き、運動場での練習は、計画通りに行うことができませんでした。しかし、限られた空間や時間の中
で、真剣に練習に取り組む子どもたちは立派でした。
運動会では、走ったり、踊ったりなど身体を使って自分たちを表現します。温かい応援をよろしく

お願いいたします。

表現しよう
１・３・４年生 国語科「詩を味わおう 詩をつくろう」 ９月９・１２日

あのね
きょうね
きゅうしょくをたべたしゅんかん
おいしすぎて
おなかがおいしいって
いっている
かんじがしました （１年生）

いよいよ運動会 ９月２８日

今の中学３年生をめざしてがんばりたい
HGT（中学３年生と小学６年生の交流給食） ９月１８日

最初はきんちょうしていたし、
何をしたらいいかわからなかった
けど、中学３年の人たちが、話し
やすく接してくてれたり、話をも
り上げてくれました。
私が大きくなったら、コミュ力

をつけたりして、場を楽しませる、
だれにでも変わらない態度で話をもり上げてくれる今の中学３
年生をめざしてがんばりたいです。 （６年生）

６年生と中学３年生が、お互いの教室で給食を食べながら交流しました。始めは緊張していまし
たが、中学生のリードで、少しずつ会話が聞こえるようになりました。一体校舎ならではのすてき
な取組です。


